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令和 7年度予算見積調書(2月補正予算) 課室名:

説明事業

感染症対策課
担当名: 連携・訓練担当

内線: 3419 (単位：千円)
会計

S21 感染症専門人材等育成・連携事業 一般会
計

衛生費 公衆衛
生費

項
予防費 新興感染症対策事業費

番号 事業名

事 業
期 間

令和 4年度～ 根 拠
法 令

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律
新型インフルエンザ等対策特別措置法

款

針路 01
令和 8年度 分野施策 0104

１　事業概要 ５　事業説明
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　将来感染症が発生した場合に速やかに対応できるよ
う、必要な人材育成や関係機関等との連携強化を図る。

　ア　感染症専門研修の実施
　　　委託契約差金等による減　△3,289千円
　イ　人材の育成及び資質向上
　　　研修受講者数が見込みを下回ったことによる減
　　　　　　　　　　　　　　　　△259千円
　ウ　感染症対策連携支援
　　　事務費等の減　　　　　　　△865千円

（１）事業内容
　　ア　病院・有床診療所で、感染症発生時の初期対応等の実践ができる人材の育成　17,713千円→14,424千円
　　イ　感染症人材の育成及び資質の向上に向けた協定締結医療機関の医療従事者等を対象とした研修の実施、
　　　感染症発生時等に保健所を応援するIHEATを対象とした研修の実施　1,853千円→1,594千円
　　ウ　県又は保健所を中心に関係機関と感染症発生を想定した連携訓練の実施、
　　　保健所を中心に地域のICN等との感染症対策に関する情報交換会の実施、
　　　保健所による福祉施設等を対象とした感染制御チームの派遣、研修会の実施　7,188千円→6,323千円
　　エ　訪問看護師に対する感染管理認定看護師による研修の実施　583千円
　　オ　高齢者施設に対し、予防的観点を重視した対策の実施　480千円
（２）事業計画
　　ア　感染症や感染管理に係る理論、施設での感染管理などのオンデマンド講座、
　　　グループワーク、ケーススタディ等を通じた実践的研修、先進的な感染対策に取り組む医療機関での実習
　　イ　医療措置協定締結機関の医療従事者等、IHEATを対象とした研修の実施
　　ウ　埼玉版FEMA(流行初期)、各保健所における地域関係機関との連携訓練、感染制御チーム(COVMAT)派遣、
　　　各保健所における施設向け感染症研修、専門家(ICD，ICN)の意見交換・連携会議
　　エ　訪問看護師向け集合研修、新任訪問看護師向け集合研修
　　オ　クラスター発生施設等の事例・対策集の作成、関連施設への展開
（３）事業効果
　　　【活動指標(アウトプット)】感染症専門研修受講者数68人、保健所訓練実施数13所
　　　【成果指標(アウトカム)】
　　　　ア　医療機関でのクラスター予防、安定した医療の提供
　　　　イ　県内医療機関の感染症対応力の向上及び安定した保健所サービスの提供
　　　　ウ　感染症発生時の県全体の対応力の向上及び感染症発生時における速やかな連携・対応
　　　　エ　自宅療養患者・家族の感染予防、安定した在宅医療の提供
　　　　オ　高齢者施設でのクラスター予防、安定した介護サービスの提供
（４）補正予算の概要
　　　委託契約差金等による減

２　事業主体及び負担区分
【厚生労働省】感染症予防費補助金
ア・ウ　(国1/2・県1/2)、(県10/10)
イ　(国1/2・県1/2)
エ・オ　(県10/10)

３　地方財政措置の状況
普通交付税(単位費用)
(款)衛生費(細目)感染症等対策費
(細節)感染症等対策費

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×4.0人＝38,000千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
補正後の
予算額国庫支出金

決定額 △4,413

現計額 27,817 6,113 21,704

― 保健医療部 21 ―

災害・危機に強い埼玉の構築

△4,413 23,404

感染症対策の強化



 

事業名

単位事業名 予算額 △ 3,289千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

一般財源 △3,289 ―

合計 △3,289 ―

　
○歳出 （単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

報償費 △1,479 ― 講師謝金の減

役務費 △400 ― 研修受講者数が見込みを下回ったことによる減

委託料 △1,410 ― 契約差金による減

合計 △3,289 ―

単位事業名 予算額 △ 259千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

一般財源 △259 ―

　

主な内容

事業内訳書

感染症専門人材等育成・連携事業

感染症専門研修の実施

主な内容

主な内容

人材の育成及び資質向上



 

 

単位事業名 予算額 △ 259千円

　
 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

合計 △259 ―

　
○歳出 （単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

報償費 △259 ― 研修受講者数が見込みを下回ったことによる減

合計 △259 ―

単位事業名 予算額 △ 865千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

一般財源 △865 ―

合計 △865 ―

　
○歳出 （単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

報償費 △627 ― 講師謝金の減

　

主な内容

主な内容

人材の育成及び資質向上

主な内容

主な内容

感染症対策連携支援



 

 

単位事業名 予算額 △ 865千円

　
 （単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

旅費 △12 ― 事務費の節減による減

使用料及び賃借料 △226 ― 会場使用料の減

合計 △865 ―

感染症対策連携支援

主な内容


